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令
和
4
年
度
を
終
わ
る
に
あ
た
り

町
会
長　
星
野 

晃

　

寒
さ
の
中
に
も
春
の
い
ぶ
き
を
そ
こ
こ
こ
に
感
じ
る
昨
今
で
す
が
、

町
会
の
皆
様
の
ご
家
庭
で
も
卒
業
、
入
学
、
就
職
な
ど
の
喜
び
と
と
も

に
、
新
し
い
生
活
の
準
備
に
お
忙
し
い
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
今
年
も
30
名
ほ
ど
の
ピ
カ
ピ
カ
の
小
学
１
年
生
が
、
マ
ス

ク
着
用
な
し
の
入
学
式
と
な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

諏
訪
小
学
校
と
と
も
に
町
会
で
挨
拶
運
動
を
始
め
て
10
年
。
成
人
に

な
っ
た
方
か
ら
、
今
で
も
挨
拶
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と

き「
立
派
に
育
っ
た
な
あ
」と
感
じ
ま
す
。
学
校
で
も
校
長
先
生
が
先

頭
に
立
っ
て
力
を
入
れ
て
い
る
た
め
か
、
子
ど
も
た
ち
の
挨
拶
の
声
が

最
近
大
き
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く「
人
間
関

係
は
挨
拶
か
ら
」と
言
わ
れ
ま
す
。
皆
様
も
是
非
挨
拶
運
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
今
は
独
居
老
人
が
増
え
て
き
て
お
り

ま
す
。
一
日
中
、
人
と
話
す
機
会
が
な
く
、「
今
日
は
ヤ
オ
コ
ー
に
行

っ
て
レ
ジ
の
女
性
と
二
言
三
言
、
お
話
し
た
の
が
す
べ
て
」と
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
近
ヤ
オ
コ
ー
に
も
金
銭
支
払
機
が
導
入
さ

れ
、
人
手
に
よ
る
金
銭
の
受
け
渡
し
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
会
話
に

よ
る
触
れ
合
い
が
さ
ら
に
少
な
く
な
り
そ
う
で
す
。
孤
独
な
高
齢
者
は
、

さ
ら
に
寂
し
い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。
こ

こ
一
年
、
町
会
で
も
高
齢
者
の
孤
独
死
が
数
件
起
き
て
い
ま
す
。
皆
様

に
お
願
い
で
す
。
ご
近
所
の
お
年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
、
是
非
声
掛
け

（
挨
拶
）を
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
大
変
喜
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
と
三
密
防
止
が
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
今
、
こ
の
春
一
歩
踏

み
出
し
て
、
ご
自
身
と
周
り
の
安
全
安
心
の
た
め
、
行
動
を
起
こ
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

交通指導員の方にご意見を伺いました。
毎朝、学童登校時の交通安全を指導、見守ってくれている交通指
導員のお二人（安藏、竹内さん）に、今年も進級や新入生を迎える
にあたり、日々感じていること、皆様にお伝えしたいことなどを
お聞きしました。
Qこの1年間の児童の登校時のマナーは？（100点評価で）
・ほぼできている（80から100点）。
Q特に危険を感じたことはありますか？
・車のスピード出しすぎ、自転車の一時停止違反（とくに高校生）。
Qより安全な登下校のため、守ってほしいマナーは？
・数人で歩くとき広がって歩かない。斜め横断をしない。
・ふざけたり、追いかけっこをしない。前を向いて歩く。
・後ろから車や自転車が来ているかもという意識をもってほしい。
Q保護者にお願いしたいこと、注意してほしいことは？

・自分の身を守るため、周りに注意しながら登下校してほしい。
・ 家族で自転車走行するときは、子どもを前にして後ろから声掛け

する。
Q大人の交通マナーは？
・自転車の交通ルールを守ってほしい。
・スマホなどの「ながら歩行」をやめてほしい。
・斜め横断をしない。
・道路横断時は左右確認を徹底してほしい。
Q日常感じていること、ご意見など。
・自転車の走行の仕方、スピードなど、家族で話し合ってほしい。
・自転車走行時は声をかけあって安全第一に。
・自分の身を守る「交通ルール」について家族で話し合ってほしい。
・わたしたち交通指導員に、子どもも大人もよく挨拶してくれます。
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子ども育成会は、今期の行事をすべて終
了します。退任役員の方々にコメントを
いただきました。

◆育成会に参加させていただいたことで、子どもたちがたくさんの

方に見守っていただいていることを知りました。いつもありがとう

ございます。来期は以前のような楽しい行事ができることを願って

います。（新井）

◆役員としてラジオ体操に、ミニ夏祭り、ゴミ拾い等に関わり、地

域の方々と顔を合わすことができる時間はとても大切に思いました。

任期が終わっても、関わりを大切に生活していきたいです。（多田）

◆町会や地域のみなさまのご協力により、ミニ夏祭りやラジオ体操

を開催することができました。地域のことに関われて楽しく貴重な

経験ができ、うれしく思います。ありがとうございました。（藤木）

◆今年度も制限のある中での活動でしたが、ラジオ体操や、ミニ夏

祭り、下校パトロールなど、こども達や地域の方々との交流に大変

感謝しております。貴重な経験をさせて頂きましてありがとうござ

いました。（野本）

◆役員で協力し合い楽しく活動することができました。今年度もコ

ロナ禍ではありましたが、感染対策をしながら、ラジオ体操を再

開でき、ミニ夏祭りではヨーヨーつりや宝すくいなど、子どもたち

が楽しんでいる姿を見ることができ嬉しかったです。町会の皆様の

温かいご支援ご協力に感謝いたします。ありがとうございました。

（若山）

◆今年度もコロナで制限のある中、ミニ夏祭りを開催でき、子ども

たちの喜ぶ姿を想像しながらの準備は楽しかったです。また育成会

を通し、地域の皆様に支えられていることを実感し、感謝の気持ち

でいっぱいになりました。1年間ありがとうございました。（杉本）

◆今年度もコロナ禍の影響はありましたが、無事にラジオ体操やミ

ニ夏祭りを開催することができ、準備から当日まで楽しく活動する

ことができました。子どもたちは地域の方々に支えられていること

を改めて実感しました。ご協力いただいた皆さまに心より感謝申し

上げます。（遠藤）

◆町会の活動に携わることで、地域とのつながりの大切さをより感

じた一年でした。今年度も色々と制限のある中での活動でしたが、

地域の皆様のご理解やご協力を得ながら活動できましたこと、大変

感謝しております。一年間、ありがとうございました。（佐伯）

育成会
コーナー

町会活動日程
●令和5年度、下記各役員選出
　正副会長、町会役員、町会班長
●令和4年度活動報告まとめ
●令和5年度活動計画作成
●令和5年度総会準備

　
母
子
保
健
推
進
員
は
生
後
2
〜
3
ヶ
月
の
ご
家

庭
を
訪
問
し
、
お
母
さ
ん
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
、

日
頃
の
生
活
な
ど
お
話
し
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
富
士
見
市
の
子
育
て
支
援
事
業
の
紹
介
や
地

域
の
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
は
産
後
の
身
体
を
回
復
さ
せ
な
が
ら
、

毎
日
の
育
児
・
家
事
な
ど
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
時

に
は「
頑
張
り
す
ぎ
な
い
で
ね
！
」と
声
を
か
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
育
児
に
は
不
安
や
悩
み
が
つ

き
も
の
で
す
。
孤
立
す
る
こ
と
な
く
困
っ
た
時
は

誰
か
に
頼
っ
て
い
い
こ
と
も
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
時
に
は
お
母
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
に

こ
ち
ら
も
癒
さ
れ
る
の
で
、
あ
り
が
た
い
役
割
り

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
羽
沢
三
丁
目
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
橋
渡
し
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今月の登場者

母子保健推進委員

北
きた
川
がわ
　恵
めぐみ

さん

募金の集計結果のご案内
　昨年秋にご協力いただいた募金関係の集計です。
○赤い羽根募金 ：446袋170,964円
○歳末助け合い募金 ：435袋116,728円
○青少年育成賛助金 ：374袋128,219円
　たくさんのご協力ありがとうございました。

わが町
この人


